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新潟県ライオンズ・アイバンク協議会の
献眼活動について

腎不全のため人工透析を行っている患者さんは年々増加して
います。(下図)
腎不全の唯一の根本治療法は腎移植であり、多くの患者さん
がこれを待ち望んでいます。

県内の臓器提供および移植の状況
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（1）献腎提供者・献腎移植者・献腎移植待機者の状況        平成24年3月末現在（人）
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（2）献眼登録者・献眼者・移植者・待機者の状況

（4）人工透析患者の状況
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■理事長
荒川　正昭（新潟県福祉保健部参与）

■副理事長
阿部　春樹(新潟医療福祉大学特任教授)

■常務理事
下條　文武（新潟大学長）
高橋　公太（新潟大学大学院医歯学総合研究科腎泌尿器病態学分野教授）

■理事
髙橋　　姿（新潟大学教育研究院医歯学系長）
成田　一衛（新潟大学大学院医歯学総合研究科腎膠原病内科学分野教授）
内山　　聖（新潟県病院協会会長）
堂前洋一郎（新潟県医師会理事）
藤井　　青（新潟県眼科医会会長）
甲田　　豊（新潟県透析医会長）
吉田　和清（新潟県立六日町病院長）
吉田　和夫（新潟県市長会（胎内市長）
品田　宏夫（新潟県町村会（刈羽村長）
白倉　哲男（日本赤十字社新潟県支部事務局長）
井口　昭夫（新潟県ライオンズ・アイバンク協議会理事長）

■評議員
風間順一郎（新潟大学医歯学総合病院血液浄化療法部准教授）
齋藤　和英（新潟大学医歯学総合病院泌尿器科講師）
松田　英伸（新潟大学医歯学総合病院眼科医師）
柳原　俊雄（新潟県医師会理事）
森下　英夫（長岡赤十字病院院長）
馬場　　享（新潟県腎臓病患者友の会会長）
高橋　喜市（新潟県ライオンズ・アイバンク協議会理事）
末武　雅之（新潟県厚生農業協同組合連合会代表理事理事長）
石川　　学（敬和学園高等学校社会科教諭）
阿部　俊幸（新潟県保健所長会）

【賛助会員加入のお願い】 
財団の活動は基本財産の運営益と善意の賛助
会費、および寄付金で行っています。賛助会
のご加入、ご継続をよろしくお願いいたします。
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財団の活動・運営にご協力ください

　★賛助会員（年会費）
　 法人　1口 　10,000円　　　
　 個人　1口  　1,000円
　（ご入金は郵便振替、または銀行振込でお願いします）

■郵便振替の場合
　口座番号　00500-4-76919　
　財団法人　新潟県臓器移植推進財団

■銀行振込の場合
　北越銀行　県庁支店　
　普通口座　237932　
　財団法人　新潟県臓器移植推進財団

平成24年10月1日現在

平成24年10月1日現在

〜皆さんのご協力をお願いいたします〜

■監事
高井　昭三（元新潟県保健衛生センター参事）
岡　　玲子（元(財)新潟県成人病予防協会常務理事(事務局長)

■顧問
岩田　和雄（新潟大学名誉教授）
大石　正夫（白根健生病院眼科部長）
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（3）臓器移植コーディネーターの活動状況（平成23年度）
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【財団法人新潟県臓器移植推進財団理事名簿】

【財団法人新潟県臓器移植推進財団評議員名簿】
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人工透析患者数の推移（新潟県）（人）
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シーズン５

新潟県ライオンズ・アイバンク協議会は、（財）新潟県臓器移植
推進財団様と共催で「アイバンク・サポーター講習会」を、今
年度も9月11日に三条市リサーチコアにおいて、日本アイバン
ク協会常務理事・西田輝夫教授ならびに新潟県臓器移植コー
ディネーター秋山政人氏の講演で開催いたしました。
講演の中で「角膜移植は提供角膜がない限り、移植医療として
成り立たない」、従って角膜移植により再び光を取り戻していた
だくためには、眼科医のみならず社会全体の同意と協力がな
ければ実現できないことを強調され、ライオンズの献眼登録運
動に期待を寄せられました。
今年度の新潟県ライオンズ・アイバンク協議会活動方針は、「ク
ラブ会員の全員登録」と「献眼登録者 (一般登録者を含む )
全員の再確認」を行うことを目標にしていますが、新潟市西蒲
区で活動する巻ライオンズクラブが献眼登録者へ毎年年賀状
を送付し、献眼の趣旨を繰返し確認している事例もサポー
ター講習会の中で紹介し、再確認の重要性を伝えました。
また、8月には私の所属する魚沼ＬＣで、94歳の一般登録者の
ご遺族からの申し出でにより献眼がありましたので、この方の
事例についても再確認の必要性と献眼発生時の対応について
お願いをしました。この方は、25 年も前に勤め先でクラブ会員

であった会社社長からアイバンク活動を勧められて、ご家族全
員で献眼登録をされていたことを思い出し、角膜提供に至られ
たのですが、葬儀後その経緯と心境についてお聞きすること
ができました。
まず、ご家族全員で登録されていたため、眼球の摘出に戸惑
いの中にも同意を得ることにあまり時間はかからなかったので
すが、このたびは警察の検視が必要であったことなど予期せ
ぬことに“喪主としてのためらい”も感じられたようです。
しかし、ご葬儀後の出棺前に献花と共に新潟県知事、地区ガ
バナー、アイバンク理事長、地元クラブ会長の感謝状の伝達に
より、献眼に協力されたことが披露され、故人の人柄も偲ばれ
て参列者の皆さまから敬意をもって見送られたことが、時間の
経過と共に実感され「良い葬儀ができたので感謝しておりま
す」と言っていただきました。
こうした遺族の皆さまの判断が、この事業の成功につながる
一番ではありますが、そのためにはライオンズのアイバンク活動
によって、一人でも多くの献眼登録者の推進と角膜移植までの
知識や迅速な献眼発生時の対応について習得してもらえるよ
う、アイバンク・サポーター講習会や各クラブ委員長によるア
イバンク運動で一層の支援と協力をお願いしてまいります。

10月21日（日） 13：30～16：30

フォーラムの様子は財団ホームページでご覧になれます

in 糸魚川

日時

青海総合文化会館（きらら青海）
糸魚川市大字青海4657-3

会場

●改正臓器移植法の解説
●体験発表（臓器提供をしたご家族など）
●ミニコンサート「奴奈川姫を歌う会」
●FM-NIIGATA「ヤン＆アッキーのど～なの？
　臓器移植 シーズン５」番組公開録音

内容

主催 新潟県、財団法人新潟県臓器移植推進財団
新潟県腎臓病患者友の会

ヤン＆アッキーのど～なの？ 臓器移植 
FM-NIIGATA

10月の臓器移植推進月間に合わせて、FM-NIIGATA
（77.5MHz）で臓器移植について考える特別番組ヤン
＆アッキーの「ど～なの？ 臓器移植 シーズン５」が
放送されます。臓器移植に関わる方々をゲストとして
お迎えしたり、リスナーからの疑問・質問にお答えする
など、臓器移植・提供についてさまざまな角度から
考えていきます。

10月14日（日）～11月11日（日）
毎週日曜日（全5回）  18：30～18：55

ヤン／白岩ましろ／秋山政人（臓器移植コーディネーター）

放送日時

出　演

新潟　臓器移植 検 索

新潟県ライオンズ・アイバンク協議会
理事長 Ｌ.井口昭夫


